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アンジオテンシン転換酵素キット

体外診断用医薬品

使用に際してはこの電子添文をよくお読みください。
また、必要なときに読めるように保管しておいてください。
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血清中のアンジオテンシン変換酵素（ＡＣＥ）測定用

■全般的な注意

本品は体外診断用であるため、それ以外の目的には使用しないでくださ
い。

1.

本書以外の使用方法については保証を致しません。2.

■形状・構造等（キットの構成）

■使用目的

血清中のアンジオテンシン変換酵素（ＡＣＥ）の測定

■測定原理１）

基質ｐ－ヒドロキシベンゾイル-グリシル－Ｌ－ヒスチジル－Ｌ－ロイシン
に血清アンジオテンシン変換酵素（ＡＣＥ）が作用し、ｐ－ヒドロキシベン
ゾイルグリシンを遊離します。
このｐ－ヒドロキシベンゾイルグリシンにヒプリカーゼが作用し、ｐ－ヒド
ロキシ安息香酸とグリシンに分解します。このｐ－ヒドロキシ安息香酸をメ
タ過よう素酸ナトリウム（NaIO4）の作用により４－アミノアンチピリンと酸

化縮合させますと、キノンイミン色素を生じます。これを５０５ｎｍで比色
定量する方法です。
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本品は下記の特徴を有します。

Cushman法２）と比較して操作が簡便で短時間に測定できます。1.

Cushman法との相関もきわめて良好です。2.
再現性が良く、正確な値が得られます。3.

■操作上の注意

測定検体の性質、採取法1.
検体には血清を使用してください。血清０.１ｍＬで測定するときは、
ＡＣＥ活性として約７０ＩＵ/Ｌまで測定可能ですが、７０ＩＵ/Ｌ以上
の検体の場合は血清０.０５ｍＬで測定する方法をお勧めします。
操作上の留意事項2.
基質液および反応停止発色液は調製後１週間以内に使用してください。
溶解後は２～１０℃、暗所で保存してください。

■用法・用量（操作方法）

試薬の調製法1.

操作法2.
検体用小試験管とブランク用小試験管にそれぞれ血清を０.１ｍＬま
たは０.０５ｍＬ分注します。

(1)

基質液およびブランク用基質液を３７℃で３分間加温します。(2)
検体用小試験管に加温した基質液を０.５ｍＬ分注します。同様にブラ
ンク用試験管にも加温したブランク用基質液を０.５ｍＬ分注します。

(3)

混合後、３７℃で２０分間インキュベートします。(4)
検体用小試験管とブランク用小試験管にそれぞれ反応停止発色液を
１.５ｍＬずつ分注します。

(5)

混合後、３７℃で３分間インキュベートします。(6)
精製水を対照として、波長５０５ｎｍでそれぞれ吸光度を測定し、計算
式からＡＣＥ活性値を求めます。

(7)

血清ＡＣＥ活性値の計算法3.
血清ＡＣＥの活性値は以下の式により計算されます。

Ａ ：検体の吸光度
Ｂ ：検体ブランク・試薬ブランクの吸光度
１２,０００：キノンイミン色素のモル吸光係数
２０ ：反応時間２０分
Ｖ ：反応総量
ｖ ：検体量

■測定結果の判定法

本品の参考正常値３）は８.３～２１.４ＩＵ/Ｌ/３７℃です。

■臨床的意義

本試薬は、基質ｐ－ヒドロキシベンゾイル-グリシル－Ｌ－ヒスチジル－Ｌ
－ロイシンを用いた簡便で再現性の良い比色法によるアンジオテンシン変
換酵素（ＡＣＥ）測定用試薬です。



■性能

感度試験1.
精製水を対照として試薬ブランクを所定の操作で測定するとき、吸光度
は０.１００以下です。また、特定濃度の標準液を試料として試験すると
き、測定値は表示値の±１５％以内の範囲です。
正確性2.
自家管理検体３例を所定の操作で測定するとき、測定値は管理値に対し
て±１５％以内です。
同時再現性3.
自家管理検体２濃度以上をそれぞれ５回繰り返し測定するとき、それぞ
れの変動係数（ＣＶ）は１０％以下です。
相関性4.

基準的方法との相関性４）試験成績は次のとおりでした。
検体例数 ｎ＝６０
相関係数 ｒ＝０.９３２４
回帰式 ｙ＝０.６２ｘ－３.５３
〔ｘ：基準的方法（Cushman 変法）、ｙ：本品（ＡＣＥ カラー）〕

注）本品の参考正常値は、基準的方法（Cushman変法）の参考正常値を上
記回帰式により換算した値とほぼ一致しています。

表．参考正常値の比較

例数 平均値
± ２ＳＤ
〔ＩＵ/Ｌ〕

出 典

基準的方法 １０ ３２.５ １８.５～４６.５

１６.６２ ７.９～２５.３
文献４

回 帰 式 換 算 値

本 品
１０

５０４
１４.８
１４.８

７.８～２１.８
８.３～２１.４

文献４
文献５

■使用上又は取扱い上の注意

取扱い上（危険防止）の注意1.
検体中には、ＨＢＶ、ＨＣＶ、ＨＩＶ などが存在する場合があります
ので、検体の取扱いには十分に注意してください。また、使用した器具
（ピペット、試験管など）、廃液、チップなどは次亜塩素酸ナトリウム
（有効塩素濃度１,０００ｐｐｍ、１時間以上浸漬）、グルタールアル
デヒド２％、１時間以上浸漬）などによる消毒のほか、オートクレーブ
処理（１２１℃、１時間以上）による滅菌や焼却などの処理を行ってく
ださい。

(1)

試薬が誤って目や口に入った場合には、水で十分に洗い流す等の応急
処置を行い、必要があれば医師等の手当を受けてください。

(2)

使用上の注意2.
本試薬は正確な反応が得られるように組合せてありますので、製造番
号の異なる試薬を組合せて使用しないでください。

(1)

本試薬は凍結しないように注意してください。(2)
専用アダプターは、使用後期間をおいて再利用する場合は、必ずよく洗
浄乾燥してください。

(3)

廃棄上の注意3.
試薬および容器などを廃棄する場合には、廃棄物に関する規定に従って、
医療廃棄物または産業廃棄物等区別して処理してください。

■貯蔵方法・有効期間

貯蔵方法1.
２～１０℃に保存してください。
有効期間2.
１年間
外箱および容器の表示をご参照ください。

■包装単位

２０回用（１０検体用×２）
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■問い合わせ先

富士レビオ株式会社 お客様コールセンター*
TEL: 0120-292-832
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